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は
じ
め
に

　

明
治
前
期
に
西
三
河
の
岡
崎
で
狂
俳
点
者
と
し
て
も
活
躍
し
た
書
肆
、
蚊
雷

居
近
藤
巴
太
郎
が
、
明
治
十
七
年
（
一
八
八
四
）
に
刊
行
し
た
『
狂
俳
道
し
る

べ
』
初
）
1
（
編
は
、
狂
俳
書
に
は
珍
し
く
、
俳
号
に
本
名
又
は
通
称
と
簡
単
な
所
在

地
（
中
に
は
職
業
も
）
を
記
し
て
「
雅
用
風
交
録
」
の
役
目
と
、
点
者
の
選
句

の
好
み
を
知
る
参
考
書
の
役
割
を
担
い
、
継
続
発
行
を
意
図
し
て
、
現
在
の
愛

知
県
岡
崎
市
で
出
版
さ
れ
た
句
集
で
あ
る
。
そ
し
て
、
岡
崎
の
教
育
貢
献
者
で

あ
る
内
田
不
）
2
（
賢
の
題
字
や
パ
リ
万
博
で
金
賞
を
受
賞
す
る
日
本
画
家
の
久
保
田

米
）
3
（
僊
の
挿
絵
、
国
会
議
員
の
國
嶋
）
4
（
博
の
序
を
備
え
た
豪
華
本
と
し
て
発
行
さ
れ

た
も
の
で
あ
る
。
本
書
に
は
、
東
海
地
方
の
他
、
東
京
の
部
も
あ
り
、
当
時
、

東
京
に
も
狂
俳
結
社
が
あ
り
、
交
流
の
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
た
。
そ
の
後
、
一

部
増
補
さ
れ
て
明
治
二
十
一
年
二
月
に
新
）
5
（
版
が
発
行
さ
れ
、
発
売
に
、
名
古
屋

の
書
肆
、
三
輪
清
七
が
か
か
わ
る
。
つ
ま
り
、
岡
崎
で
企
画
さ
れ
た
出
版
が
人

気
を
呼
び
、
尾
張
・
三
河
・
美
濃
の
書
店
に
販
路
を
確
保
し
て
、
名
古
屋
の
書

肆
、
三
輪
清
七
が
発
売
に
の
り
だ
し
た
こ
と
が
窺
え
た
。

　

本
稿
で
は
、
巴
太
郎
の
出
版
人
と
し
て
の
活
動
と
狂
俳
点
者
・
狂
俳
作
者
と

し
て
の
活
動
か
ら
、
巴
太
郎
の
居
所
の
変
遷
を
た
ど
り
、
岡
崎
の
書
肆
仲
間
と

共
に
三
盟
社
（
舎
）
を
結
成
し
、
地
方
か
ら
東
京
へ
向
か
う
出
版
界
の
動
向
の

一
端
を
窺
い
た
い
。
そ
し
て
、
巴
太
郎
の
狂
俳
句
を
一
部
紹
介
し
た
い
。

　

な
お
、
社
名
は
、
初
め
「
三
盟
社0

」
を
使
い
、
明
治
十
年
「
府
県　

あ
は
せ

か
が
み
」
三
号
に
は
「
三
盟
舎0

」
で
載
り
、
同
十
二
年
「
郡
画
改
正
遠
江
村
名

一
覧
」
で
は
併
用
が
見
ら
れ
、
次
第
に
「
三
盟
舎0

」
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な

る
。
本
稿
で
は
特
に
区
別
し
な
い
。

一　

巴
太
郎
の
転
居
歴
と
出
版
活
動

　

巴
太
郎
は
近
藤
姓
を
名
告
り
、
表
徳
号
に
蚊
雷
居
・
巴
郎
を
使
う
。
出
版
物

の
奥
付
に
記
さ
れ
る
身
分
は
愛
知
県
平
民
で
、
職
業
は
本
屋
（
出
版
）
で
あ
っ

た
と
思
わ
れ
る
。
そ
し
て
、
狂
俳
点
者
と
し
て
も
活
躍
す
る
中
、
狂
俳
書
だ
け

で
な
く
、
新
聞
「
額ぬ
か
た
け
ん
き
ょ
う
き
ぶ
ん

田
懸
彊
記
聞
」（
明
治
五
年
）
や
『
古
事
記
標
註
』（
同
七

書
肆　

蚊
雷
居
近
藤
巴
太
郎
の
活
動
と
狂
俳

─
─
明
治
前
期
岡
崎
文
壇
の
一
側
面
─
─

冨　
　

田　
　

和　
　

子＊



◎
蚊
雷
居
近
藤
巴
太
郎
関
係
出
版
物

通
番
出
版
年
月

書　

名

著
者
／
編
集

出
版
者

巴
太
郎
の
所
在
地
と
入
句
数

蚊
雷

居
序

そ
の
他
の
奥
付
・
見
返
し
記
載
者
等

1

明
1
夏

狂
俳
花
の
魁
、
2
編
（
新
板
）
静
々
舎
岩
城
東
陵

菱
屋
久
八
郎
「
桑
子 

巴
郎
」
で
2
句
入
句

見
返
し
に
「
萬
巻
堂
」、
奥
付
に
「
開
板
所　

菱
屋
久
八
郎
（
名
古
屋
伝
馬

町
）」。
明
治
12
年
2
月
刊
、
佐
藤
善
兵
衛
（
末
広
町
2
丁
目
34
番
屋
敷
）・
細

川
小
八
郎
（
門
前
町
4
丁
目
271
番
屋
敷
）
出
版
の
再
版
あ
り
。

2

明
4

狂
俳
花
の
魁
、
3
編
（
新
板
）
静
々
舎
岩
城
東
陵

深
見
藤
吉

「
ト
キ
ワ
レ
ン
巴
郎
」
で
3
句
入
句

見
返
し
に
「
常
盤
連 

蚊
雷
居
校
」。
奥
付
に
「
開
板
所　

深
見
藤
吉
（
三
州

新
堀
）」

3

幕
末
頃

狂
俳
秋
風
の
巻
（
清
書
巻
）

蚊
雷
居
巴
郎
撰

「
御
朱
料
三
朱
也
」。
参
考
：
新
貨
条
例
：
明
治
4
年
5
月
10
日
に
制
定
。
明

治
8
年
6
月
25
日
貨
幣
条
例
と
改
称
布
告
。（
国
史
大
辞
典
）　

雑
Ⅲ‒

12

4

明
5
・
6

額
田
懸
彊
記
聞
（
ぬ
か
た
け
ん

き
ょ
う
き
ぶ
ん
）
第
1
号
〔
新
聞
〕

深
見
藤
吉
・

近
藤
巴
太
郎
額
田
郡
八
丁

深
見
藤
吉
（
碧
海
郡
新
堀
村
）。
全
5
丁

5

明
5
・
9

額
田
懸
彊
記
聞 

第
2
号

深
見
藤
吉
・

近
藤
巴
太
郎
額
田
郡
八
丁

深
見
藤
吉
（
碧
海
郡
新
堀
村
）。
全
7
丁

6

明
5
・
10

額
田
懸
彊
記
聞 

第
3
号

深
見
藤
吉
・

近
藤
巴
太
郎
額
田
郡
八
丁

深
見
藤
吉
（
碧
海
郡
新
堀
村
）。
全
7
丁

7

明
7
・
1

古
事
記
標
註
、
上
・
中
・
下

村
上
忠
順 

注

近
藤
巴
太
郎

深
見
藤
吉

三
河
国
八
丁
邨

深
見
藤
吉
（
三
河
国
新
堀
邨
）

8

明
7
・
2

二
十
八
題
弁
略

瑕
丘
宗
興

永
田
文
昌
堂

（
京
都
）

参
河
岡
崎

売
捌
所
128
店
の
一
つ
。「
参
河
岡
崎　

近
藤
巴
太
郎
」

9

明
治
？

狂
俳
千
と
せ
集
、
初
編

巴
流
亭
矢
田
一
翠 

選

蚊
雷
居

岡
崎
八
町

○

刊
年
記
載
な
し
。

掲
載
句
は
25
『
狂
俳
明
治
千
と
せ
集
』
1
集
と
は
別
物

10

明
8
・
1

狂
俳
花
の
魁
、
4
篇
（
新
板
）
静
々
舎
岩
城
東
陵 

編

蚊
雷
居

「
ト
キ
ワ
レ
ン
巴
郎
」
で
6
句
入
句

○

明
治
13
年
4
月
刊
、
伊
藤
小
文
司
（
連
尺
町
44
番
地
）
出
版
の
再
版
あ
り
。

再
版
は
序
欠
。

11

明
8

眠
り
醒
、
初
編

彩
霞
楼
令
雅

伊
藤
文
造

「
八
丁 
巴
郎
」
で
3
句
入
句

見
返
し
に
「
環
翠
堂
梓
」

12

明
8
・
3

愛
知
縣
管
下
十
大
區
三
河
國

額
田
郡
村
名
附
區
割
圖

（
小
学
校
書
取
區
戸
長
必
用
）
近
藤
保

岡
崎　

三
盟

社
梓

地
図
1
枚
：
色
刷；

31
・
2
×
41
・
5
㎝ (

折
り
た
た
み
15
・
5
×
7
・
0
㎝
）。

国
会
本
は
表
紙
と
補
強
紙
を
つ
け
て
36
×
52
㎝
、
折
り
目
を
変
更
し
て
折
り

た
た
み
18
×
11
・
7
㎝
）。

色
刷
り
地
図
面
の
末
尾
：
額
田
三
盟
社 

松
原
宗
太
郎
・
稲
岡
左
橘
・
近
藤
巴

太
郎
。
町
名
一
覧
（
表
紙
：
明
治
8
年
1
月
発
兌
）
の
左
下
欄
外
に
「
明
治

8
年
亥
3
月
改
」

13

明
9
・
1

浜
松
雑
咏

宮
原
廉
、 

村
上
博 

著

近
藤
巴
太
郎
遠
江
国
敷
知
郡
浜
松
寄
留

三
河
国
額
田
郡
岡
崎

額
田
三
盟
社
（
松
原
宗
太
郎
・
稲
岡
左
橘
・
近
藤
巴
太
郎
）。
他
に
、
浜
松
弘

通
所
11
軒
他
合
計
23
軒

冨　田　和　子

二
二

年
）、『
地
理
初
歩
』（
同
九
年
）、『
音
韻
究
理
授
業
法
』（
同
十
年
）
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
ジ
ャ
ン
ル
の
出
版
を
行
っ
た
。
そ
こ
で
、
調
査
で
き
た
と
こ
ろ
の
蚊
雷

居
近
藤
巴
太
郎
関
係
出
版
物
と
巴
太
郎
の
句
が
入
句
す
る
狂
俳
書
を
表
に
ま
と

め
た
。
こ
れ
ら
出
版
物
の
奥
付
や
狂
俳
書
の
入
選
句
に
付
さ
れ
た
地
名
か
ら
居



14

明
9
・
3

眠
り
醒
、
2
編

彩
霞
楼
令
雅

伊
藤
文
造

「
カ
ゴ
タ
町 

巴
郎
」
で
1
句
入
句

15

明
9
・
4

尾
張
風
土
歌
・
三
河
風
土
歌
、

乾
・
坤

田
中
正
幅 

編

近
藤
巴
太
郎
愛
知
県
管
下
参
河
額
田
郡
岡
崎

田
中
正
幅
（
愛
知
県
管
下
参
加
茂
郡
挙
母
）

他
に
『
啓
蒙
尾
参
風
土
歌
』
の
書
名
で
も
出
版
。

16

明
9
・
6

狂
俳
類
題
花
の
魁
、
初
篇

静
々
舎
岩
城
東
陵 

編

日
進
堂

○

日
進
堂
（
三
河
岡
崎
）
稲
岡
左
橘

17

明
9
・
10

地
理
初
歩

師
範
学
校
編　

文
部
省

刊
行　

三
盟
社
翻
刻

（
翻
刻
人 

近
藤
巴
太

郎
）

稲
岡
左
橘
・

松
原
宗
太
郎
奥
付
：
愛
知
県
平
民
。
第
12
大
区
1

小
区
遠
江
国
敷
知
郡
浜
松
紺
屋
町

1919

番
地
寄
留

見
返
し
：
明
治
7
年
8
月
改
正

18

明
10
・
3

眠
り
醒
、
3
編

彩
霞
楼
令
雅

伊
藤
文
造

「
カ
ウ
生
丁 

巴
郎
」
で
2
句
入
句

19

明
10
・
3

府
県 

あ
は
せ
か
が
み
、
3
号
日
下
帰
一 

編

六
合
社
（
東

京
）

売
捌
所
の
一
つ
に
「
三
州
額
田　

三
盟
舎
」

20

明
10
・
3

府
県 

あ
は
せ
か
が
み
、
4
号
日
下
帰
一 

編

六
合
社
（
東

京
）

売
捌
所
の
一
つ
に
「
三
州
額
田　

三
盟
舎
」

21

明
10
・
3

府
県 

あ
は
せ
か
が
み
、
5
号
日
下
帰
一 

編

六
合
社
（
東

京
）

売
捌
所
の
一
つ
に
「
三
州
額
田　

三
盟
舎
」

22

明
10
・
5

狂
俳
類
題
花
の
魁
、
2
篇

静
々
舎
岩
城
東
陵

日
進
堂

○

日
進
堂
（
三
河
岡
崎
）
稲
岡
左
橘

23

明
10
・
7

音
韻
究
理
授
業
法

小
田
愛
之
助 

著

近
藤
巴
太
郎
愛
知
県
平
民
。
第
11
区
三
河
国
額
田

郡
岡
崎
康
生
町
54
番
地
寄
留

著
述
人　

小
田
愛
之
助
（
愛
知
県
平
民
。
第
16
区
三
河
国
宝
飯
郡
蒲
形
村

1118

番
地
）。
発
兌　

額
田
三
盟
社 

松
原
宗
太
郎
・
稲
岡
左
橘
。
見
返
し

に
、
額
田
三
盟
社
蔵

24

明
11
・
2

眠
り
醒
、
4
編

彩
霞
楼
令
雅

伊
藤
文
造

売
捌
書
林
の
中
に
額
田
三
盟
社
の
3
名
の
名
あ
り

25

明
11
・
4

狂
俳
明
治
千
と
せ
集
、
1
集

巴
流
亭
矢
田
一
翠 
編

伊
藤
文
造

○

掲
載
句
は
9
『
狂
俳
千
と
せ
集
』
初
編
と
は
別
物
。

矢
田
一
翠
（
愛
知
県
平
民
。
11
区
ウ
ラ
丁
７
番
地
）。
伊
藤
文
造
（
連
尺
町
44

番
地
）。
売
捌
書
林
の
中
に
額
田
三
盟
社
の
3
名
の
名
あ
り

26

明
11
・
6

こ
の
花
集
、
3
篇

静
々
舎
岩
城
東
陵

伊
藤
文
造

売
捌
書
林
の
中
に
額
田
三
盟
社
の
3
名
の
名
あ
り

27

明
12
・
3

狂
俳
明
治
千
と
せ
集
、
2
集

巴
流
亭
矢
田
一
翠 

編

伊
藤
文
造

「
タ
カ
ト
リ 

巴
郎
」
で
2
句
入
句

矢
田
一
翠
（
愛
知
県
平
民
。
額
田
郡
岡
崎
裏
町
７
番
地
）。
伊
藤
文
造
（
連
尺

町
44
番
地
）。
売
捌
書
林
の
中
に
額
田
三
盟
社
の
3
名
の
名
あ
り

28

明
12
・
5

こ
の
花
集
、
4
篇

静
々
舎
岩
城
東
陵

伊
藤
文
造

売
捌
書
林
の
中
に
額
田
三
盟
社
の
3
名
の
名
あ
り

29

明
12
・
7

眠
り
醒
、
5
編

彩
霞
楼
令
雅

伊
藤
文
造

売
捌
書
林
の
中
に
額
田
三
盟
社
の
3
名
の
名
あ
り

30

明
12
・
7

郡
画
改
正
遠
江
村
名
一
覧

近
藤
巴
太
郎 

編

天
野
重
助

愛
知
県
三
河
国
額
田
郡
岡
崎
康
生
町

54
番
地

天
野
重
助
（
愛
知
県
平
民
。
静
岡
県
遠
江
国
敷
智
郡
紺
屋
町
84
番
地
寄
留
）

発
兌　

三
盟
舎
。
見
返
し
に
、
浜
松
三
盟
社
蔵

末
尾
に
、
静
岡
県
遠
江
国
弘
通
書
肆
24
軒

31

明
13

狂
俳
花
の
魁
、
4
篇

静
々
舎
岩
城
東
陵 

編

蚊
雷
居
校

（
見
返
し
）・

伊
藤
小
文
司

（
奥
付
）

○

見
返
し
に
「
常
盤
連
蚊
雷
居
校
」。
奥
付
に
「
出
版
人　

伊
藤
小
文
司
（
愛
知

県
平
民　

額
田
郡
岡
崎
連
尺
町
44
番
地
）」

32

明
13
・
4

よ
し
こ
の
故
能
和
多
橋

近
藤
巴
太
郎 

編

天
野
重
助

愛
知
県
平
民
。
愛
知
県
三
河
国
額
田

郡
岡
崎
康
生
町
54
番
地

天
野
重
助
（
愛
知
県
平
民
。
静
岡
県
遠
江
国
敷
智
郡
紺
屋
町
84
番
地
）

書肆　蚊雷居近藤巴太郎の活動と狂俳

二
三



通
番
出
版
年
月

書　

名

著
者
／
編
集

出
版
者

巴
太
郎
の
所
在
地
と
入
句
数

蚊
雷

居
序

そ
の
他
の
奥
付
・
見
返
し
記
載
者
等

33

明
13
・
4

狂
俳
故
能
腸
多
留
、
初
編

近
藤
巴
太
郎 

編

稲
岡
左
橘

三
河
国
額
田
郡
岡
崎
康
生
町
平
民

○

稲
岡
左
橘
（
士
族
。
額
田
郡
岡
崎
連
尺
町
）。
見
返
し
に
、
製
本 

三
河 

日
進
堂

奥
付
が
松
屋
矢
野
平
兵
衛
版
も
残
る
。

34

明
13
・
7

こ
の
花
集
、
5
篇

静
々
舎
岩
城
東
陵

伊
藤
文
造

売
捌
書
林
の
中
に
額
田
三
盟
社
の
3
名
の
名
あ
り

35

明
13
・
8

眠
り
醒
、
6
編

彩
霞
楼
令
雅

伊
藤
文
造

売
捌
書
林
の
中
に
額
田
三
盟
社
の
3
名
の
名
あ
り

36

明
14
・
4

狂
俳
類
題
花
の
魁
、
6
篇

静
々
舎
岩
城
東
陵

日
進
堂

○

日
進
堂
（
三
河
岡
崎
）
稲
岡
左
橘

37

明
15
・
1

狂
俳
初
会
相
撲

蚊
雷
居
・
晴
暉
亭

勧
進
元
：
誠

心

番
付
表

38

明
15
・
4

狂
俳
和
歌
菜
籠
、
初
編

晴
暉
亭
野
鶴

伊
藤
小
文
司
「
ヲ
カ
ザ
キ 

巴
郎
」
で
2
句
入
句

○

不
賢
序
。
編
集
人　

野
々
山
利
吉
（
愛
知
県
平
民
。
額
田
郡
康
生
町
46
番
邸
）

39

明
15
・
5

こ
の
腸
多
留
、
2
編

近
藤
巴
太
郎 

編

稲
岡
左
橘

愛
知
県
平
民
。
額
田
郡
岡
崎
康
生
町

39
番
邸

○

稲
岡
左
橘
（
士
族
。
額
田
郡
岡
崎
連
尺
町
99
番
邸
）

見
返
し
に
、
製
本 

三
河 

日
進
堂

40

明
15
・
5

狂
俳
明
治
千
と
せ
集
、
4
集

巴
流
亭
矢
田
一
翠 

編

伊
藤
文
造

「
ヲ
カ
ザ
キ 

巴
郎
」
で
4
句
入
句

矢
田
一
翠
（
愛
知
県
平
民
。
額
田
郡
岡
崎
裏
町
７
番
地
）。
伊
藤
文
造
（
連
尺

町
44
番
地
）

41

明
16
・
9

狂
俳
花
の
魁
、
7
篇

静
々
舎
岩
城
東
陵 

編

近
藤
巴
太
郎
愛
知
県
平
民
。
額
田
郡
岡
崎
康
生
町

39
番
邸

○

岩
城
玄
庵
（
同
県
平
民
。
三
河
国
額
田
郡
岩
津
村
63
番
邸
）

見
返
し
に
、
蚊
雷
居
蔵
版

42

明
17
・
3

狂
俳
花
く
ら
べ

近
藤
巴
太
郎 

編

近
藤
巴
太
郎
愛
知
県
平
民
。
三
河
国
額
田
郡
岡
崎

康
生
町
39
番
邸

8
句
入
句

○

撰
者
は
凉
川
居
・
酒
廼
家
・
逸
月
亭
・
晴
暉
亭
・
蚊
雷
居
・
梅
山
居
・
常
盤

堂
・
一
旭
軒
・
湖
月
亭
他
。

4
回
分
を
合
冊
か
？
各
10
評
と
第
二
回
角
力
集
の
引
札
・
番
付
表
（
3
枚
）

43

明
17
・
12

狂
俳
道
し
る
べ
、
初
編

近
藤
巴
太
郎 
選

文
錦
堂
蔵
版
愛
知
県
三
河
国
額
田
郡
岡
崎
康
生
町

39
番
邸
平
民

凡
例
見
返
し
に
、
文
錦
堂
蔵
版

不
賢
揮
毫
・
米
僊
画
・
國
嶋
博
序

44

明
18
・
1

狂
俳
新
報
、
初
編

近
藤
巴
太
郎
編

名
古
屋　

狂

俳
新
報
舎

愛
知
県
三
河
国
額
田
郡
岡
崎
康
生
町

39
番
邸
平
民

出
版
人
：
藤
井
廣
治
（
愛
知
県
尾
張
国
名
古
屋
区
旅
籠
町
128
番
邸
平
民
）

45

明
18
・
3

狂
俳
水
の
音
、
34
編

（
水
音
舎
月
次
集
）

梶
原
竹
哉

梶
原
竹
哉

「
三
ヲ
カ
ザ
キ 

巴
郎
」
1
句
入
句

梶
原
竹
哉
（
名
古
屋
市
宮
町
1
丁
目
乙
1
番
邸
）

46

明
19
・
2

み
を
つ
く
し
、
3
編

麗
々
處
可
水 

撰
、
加

藤
平
一 

編

豊
川
堂 
高

須
廣
治

「
ヲ
カ
ザ
キ 

巴
郎
」
で
1
句
入
句

47

明
19
・
7

小
学
指
教
図

文
部
省 

編

天
野
重
助

出
版
人
：
天
野
重
助
（
愛
知
県
下
三
河
国
渥
美
郡
豊
橋
駅
本
町
十
五
番
邸
寄

留
）。
豊
橋 : 

三
盟
舎

48

明
19
・
11

狂
俳
ひ
さ
か
た
集
、
初
編

（
蕪
岡
舎
月
次
）

木
村
専
蔵
編
（
岡
崎
）
中
村
む
ら

（
岡
崎
）

序
に
「
会
員　

蚊
雷
居
巴
郎
」、「
社

員　

巴
郎
」
で
7
句
（
の
べ
９
句
）

入
句

○

木
村
専
蔵
（
額
田
郡
岡
崎
久
右
衛
門
56
番
邸
寄
留
）・
中
村
む
ら
（
額
田
郡
岡

崎
伝
馬
町
1
番
邸
寄
留
）。

撰
者
：
南
枝
亭
一
花
・
美
橋
庵
愛
川
・
撫
松
軒
一
青
・
常
盤
堂
冷
翠
・
凉
川

居
其
風
・
梅
香
楼
延
山
・
三
廼
家
山
頂
・
清
潤
表
扇
花
・
梅
山
居
馨
・
巴
流

亭
一
翠
（
10
名
）

49

明
20
・
10

新
撰
滑
稽 

奇
言
な
を
し

近
藤
巴
太
郎 

編

天
野
重
助

三
盟
舎

愛
知
県
平
民
。
愛
知
県
名
古
屋
区
南

桑
名
町
3
丁
目
27
番
地
寄
留

○

天
野
重
助
（
東
京
府
日
本
橋
浜
松
町
3
丁
目
１
番
地
寄
留
）

三
盟
舎
（
三
河
国
豊
橋
本
町
）

50

明
20
・
10

文
字
絵
指
南

佐
藤
茂
佐

天
野
重
助

三
盟
舎 

他

3
社

天
野
重
助
（
東
京
府
日
本
橋
浜
松
町
3
丁
目
１
番
地
寄
留
）

三
盟
舎
（
三
河
国
豊
橋
本
町
）

冨　田　和　子

二
四



51

明
21
・
2

狂
俳
道
し
る
べ
（
新
版
）、
初

編

近
藤
巴
太
郎 

選

近
藤
巴
太
郎
愛
知
県
三
河
国
額
田
郡
岡
崎
康
生
町

39
番
邸

凡
例

43
（
明
17
・
12
）
の
増
補
版
。
序
欠
・
宝
飯
郡
の
部
六
丁
半
・
画
一
丁
半
増

補
・
巻
末
に
画
半
丁
増
補
、「
各
国
書
籍
売
捌
所
」
一
覧
を
付
す
。
発
売

所 

名
古
屋
書
林 

三
輪
清
七

52

明
21
・
12

清
警
冠
句
桑
弧
集
、
2
編

桑
弧
社　

柴
田
英
次
郎
桑
弧
社　

柴

田
英
次
郎

「
三
河　

巴
郎
」
で
2
句
入
句

柴
田
英
次
郎
（
東
京
神
田
区
佐
久
間
町
3
丁
目
21
番
地
。
桑
弧
社
仮
事
務

所
）。
売
捌
所
：
大
倉
孫
兵
衛
・
片
野
東
四
郎
。
定
価
6
銭
）

53

明
22
・
2

珍
説
阿
房
多
羅
経

蚊
雷
居
巴
郎 

編

天
野
重
助

三
盟
舎

○

編
集
兼
発
行
者
：
天
野
重
助
（
麹
町
区
富
士
見
町
1
丁
目
17
番
地
）

印
刷
者
：
山
崎
又
三
郎
（
京
橋
区
八
官
町
24
番
地
）

三
盟
舎
（
麹
町
区
富
士
見
町
1
丁
目
17
番
地
）

54

明
22
・
7

清
警
冠
句
桑
弧
集
、
3
編

「
三
河　

巴
郎
」
で
1
句
入
句

柴
田
英
次
郎
（
東
京
神
田
区
佐
久
間
町
3
丁
目
21
番
地
。
桑
弧
社
仮
事
務

所
）。
売
捌
所
：
大
倉
孫
兵
衛
・
片
野
東
四
郎
。
定
価
6
銭

55

明
23
・
5

清
警
冠
句
桑
弧
集
、
4
編

13
丁
目
「
客
員　

蚊
雷
居
巴
郎
評
」。

「
三
河　

巴
郎
」
で
5
句
入
句

写
本
。
撰
者
の
一
人

56

明
23
・
6

清
警
冠
句
桑
弧
集
、
5
編

桑
弧
社　

柴
田
英
次
郎
桑
弧
社　

柴

田
英
次
郎

9
丁
目
「
三
河
第
一
支
部
長　

蚊
雷

居
巴
郎
評
」。「
三
河　

巴
郎
」
で
11

句
入
句

奥
付
は
3
編
と
同
じ
。
撰
者
の
一
人

57

明
23
・
8

狂
俳
ひ
さ
か
た
集
、
初
編
〜

3
編

蕪
岡
舎

伊
藤
小
文
司

「
社
員　

巴
郎
」
初
編
で
7
句
（
の

べ
９
句
）・
2
編
5
句
（
の
べ
6

句
）・
3
編
3
句
入
句

初
編
の
掲
載
句
は
48
（
明
19
・
11
）
と
同
じ
。
序
は
「
明
治
20
の
春　

三
廼
家

あ
る
じ
山
頂
」

2
編
・
3
編
で
撰
者
の
一
人

58

明
23
・
8

狂
俳
ひ
さ
か
た
集
、
4
編
〜

6
編

蕪
岡
舎

伊
藤
小
文
司

「
社
員　

巴
郎
」
4
編
3
句
・
5
編

5
句
・
6
編
7
句
（
の
べ
8
句
）
入

句

4
編
・
6
編
で
撰
者
の
一
人

59

不
明

狂
俳
ひ
さ
か
た
集

（
蕪
岡
舎
月
次
）

文
錦
堂
蔵
版

矢
野
平
兵
衛

見
返
し
に
、
蕪
岡
舎
月
次　

文
錦
堂
蔵
版
。
奥
付
に
、
売
捌
所　

松
屋 

矢
野

平
兵
衛
（
名
古
屋
大
曾
根
坂
下
）。

撰
者
の
一
人
。
掲
載
句
は
48
（
明
19
・
11
）・
57
・
58
と
別
物

60

明
23
・
10

清
警
冠
句
桑
弧
集
、
6
編

桑
弧
社　

柴
田
英
次
郎
桑
弧
社　

柴

田
英
次
郎

8
丁
目
「
三
河
第
一
支
部
長　

蚊
雷

居
巴
郎
評
」。「
三
河　

巴
郎
」
で
5

句
入
句

奥
付
は
3
編
と
同
じ
。
撰
者
の
一
人

61

明
24
・
1

清
警
冠
句
桑
弧
集
、
7
編

桑
弧
社　

寺
田
左
門
治
桑
弧
社　

寺

田
左
門
治

8
丁
目
「
三
河
第
一
支
部
長　

蚊
雷

居
巴
郎
評
」。「
三
河　

巴
郎
」
で
1

句
入
句

寺
田
左
門
治
（
東
京
浅
草
区
旅
篭
町
1
丁
目
6
番
地
。
桑
弧
社
仮
事
務
所
）。

売
捌
所
：
大
倉
孫
兵
衛
・
片
野
東
四
郎
・
木
俣
浅
吉
。
定
価
6
銭
。
撰
者
の

一
人

62

明
24
・
4

清
警
冠
句
桑
弧
集
、
8
編

桑
弧
社　

寺
田
左
門
治
桑
弧
社　

寺

田
左
門
治

7
丁
目
「
三
河
第
一
支
部
長　

蚊
雷

居
巴
郎
評
」。「
三
河　

巴
郎
」
で
4

句
入
句

奥
付
は
7
編
と
同
じ
。
撰
者
の
一
人

63

明
24
・
8

清
警
冠
句
桑
弧
集
、
9
編

桑
弧
社　

寺
田
左
門
治
桑
弧
社　

寺

田
左
門
治

9
丁
目
「
三
河
第
一
支
部
長　

蚊
雷

居
巴
郎
評
」

奥
付
は
7
編
と
同
じ
。
撰
者
の
一
人

64

明
25
・
3

美
音
必
吟

蠖
屈
堂
・
蚊
雷
居
合
著
三
盟
舎
發
兌

編
集
兼
発
行
者
：
天
野
重
助
（
麹
町
区
富
士
見
町
1
丁
目
18
番
地
）。
内
容
：

漢
詩
（
七
言
絶
句
）・
狂
歌
・
狂
句
集

書肆　蚊雷居近藤巴太郎の活動と狂俳

二
五



通
番
出
版
年
月

書　

名

著
者
／
編
集

出
版
者

巴
太
郎
の
所
在
地
と
入
句
数

蚊
雷

居
序

そ
の
他
の
奥
付
・
見
返
し
記
載
者
等

65

明
25
・
5

清
警
冠
句
桑
弧
集
、
10
編

桑
弧
社　

寺
田
左
門
治
桑
弧
社　

寺

田
左
門
治

12
丁
目
「
三
河
第
一
支
部
長　

蚊
雷

居
巴
郎
評
」。「
三
河　

巴
郎
」
で
1

句
入
句

奥
付
は
7
編
と
同
じ
。
撰
者
の
一
人

66

明
25
・
9

清
警
冠
句
桑
弧
集
、
11
編

桑
弧
社　

寺
田
左
門
治
桑
弧
社　

寺

田
左
門
治

11
丁
目
「
三
河
第
一
支
部
長　

蚊
雷

居
巴
郎
評
」。「
三
河　

巴
郎
」
で
1

句
入
句

寺
田
左
門
治
（
東
京
浅
草
区
旅
篭
町
1
丁
目
6
番
地
。
桑
弧
社
仮
事
務
所
）。

定
価
6
銭
。
撰
者
の
一
人

67

明
26
・
1

清
警
冠
句
桑
弧
集
、
12
編

桑
弧
社　

寺
田
左
門
治
桑
弧
社　

寺

田
左
門
治

13
丁
目
「
三
河
第
一
支
部
長　

蚊
雷

居
巴
郎
評
」

奥
付
は
11
編
と
同
じ
。
撰
者
の
一
人

68

明
26
・
5

清
警
冠
句
桑
弧
集
、
13
編

桑
弧
社　

寺
田
左
門
治
桑
弧
社　

寺

田
左
門
治

13
丁
目
「
三
河
第
一
支
部
長　

蚊
雷

居
巴
郎
評
」

奥
付
は
11
編
と
同
じ
。
撰
者
の
一
人

69

明
28
・
12

清
警
冠
句
追
薦
集

寺
田
左
門
治　

編

寺
田
左
門
司
37
丁
目
「
三
河
一
部
優
老　

蚊
雷
居

巴
郎
評
」

寺
田
左
門
治
（
麹
町
区
3
番
町
14
番
地
）。
非
売
品
。
撰
者
の
一
人

翻
刻
：
3 

狂
俳
秋
風
の
巻
（
清
書
巻
）
：
鈴
木
勝
忠
『
雑
俳
集
成
』
3
期
12
「
幕
末
明
治
狂
俳
点
帖
」
Ｈ
11

　
　
　

16 

狂
俳
類
題
花
の
魁
、
初
篇:

『
新
編
岡
崎
市
史
』
13
「
近
世
学
芸
」
Ｓ
59

　
　
　

25 

狂
俳
明
治
千
と
せ
集
、
1
集:

『
新
編
岡
崎
市
史
』
13
「
近
世
学
芸
」 

Ｓ
59

　
　
　

32 

よ
し
こ
の
故
能
和
多
橋
：
菊
池
真
一
「〈
翻
〉
街
道
物
都
々
逸
研
究
」
甲
南
国
文
57　

Ｈ
22

　
　
　

43
・
51 

狂
俳
道
し
る
べ
、
初
編
：
冨
田
和
子 

「
翻
刻
『
狂
俳
道
し
る
べ
』
初
編
と
そ
の
紹
介
（
一
）」「
同
（
二
）」
社
会
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
（
椙
山
女
学
園
大
学
現
代
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
）
5

－

2
、
6

－

1　

Ｈ
20
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二
六

所
の
変
遷
を
た
ど
り
、
三
盟
社
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
検
証
す
る
。

　

ま
ず
、
表
か
ら
巴
太
郎
の
転
居
歴
と
出
版
活
動
を
見
て
い
く
と
、
明
治
元
年

夏
に
は
桑
子
（
矢
作
川
右
岸
の
自
然
堤
防
上
に
立
地
。
新に

い
ぼ
り堀

村
の
西
側
。
現

在
、
岡
崎
市
大だ
い
わ和

町
）
に
住
み
、
同
五
年
六
月
ま
で
に
額
田
郡
八
丁
（
現
在
、

岡
崎
市
八
帖
町
辺
り
）
に
移
る
こ
と
が
窺
え
る
。

　

こ
の
間
に
出
版
し
た
も
の
は
、
同
四
年
の
『
狂
俳
花
の
魁
』（
新
板
）
三
編

と
、
翌
年
の
「
額
田
懸
彊
記
聞
」
で
あ
る
。
こ
の
「
額
田
懸
彊
記
聞
」
は
岡
崎

で
発
行
さ
れ
た
三
河
で
最
初
の
新
聞
で
あ
り
、
確
認
で
き
る
も
の
は
第
三
号
ま

で
で
あ
る
が
、
第
二
号
、
第
三
号
に
よ
れ
ば
、
弘
通
所
（
販
売
所
）
が
額
田
県

下
十
軒
、
名
古
屋
二
軒
、
東
京
一
軒
、
管
下
物
産
会
社
に
置
か
れ
た
。
そ
し

て
、
深
見
藤
吉
と
と
も
に
奥
付
で
額
田
懸
彊
記
聞
本
局
と
称
し
て
お
り
、
出
版

者
と
し
て
の
意
気
込
み
が
感
じ
ら
れ
る
。
こ
の
深
見
と
は
同
七
年
『
古
事
記
標

註
』
ま
で
組
ん
で
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

そ
の
後
、
同
年
京
都
で
発
行
さ
れ
た
『
二
十
八
題
弁
略
』
で
は
、
全
国
の
売

捌
所
百
二
十
八
店
の
一
つ
と
し
て
東
京
の
須
原
屋
茂
兵
衛
や
名
古
屋
の
永
楽
屋

東
四
郎
ら
と
並
ん
で
名
を
連
ね
、『
狂
俳
千
と
せ
集
』
初
編
や
翌
年
『
狂
俳
花

の
魁
』
四
篇
（
新
板
）
を
単
独
で
刊
行
す
る
。

　

更
に
、
同
八
年
に
は
松
原
宗
太
郎
・
稲
岡
左
橘
と
組
ん
で
額
田
三
盟
社
と
称

し
、
折
本
仕
立
て
で
携
帯
性
の
あ
る
き
れ
い
な
色
刷
り
の
地
図
「
愛
知
縣
管
下

十
大
區
三
河
國
額
田
郡
村
名
附
區
割
圖
」
を
刊
行
し
た
。
こ
れ
に
は
所
在
地
の

記
載
は
な
い
が
、
翌
年
の
『
浜
松
雑
咏
』
の
奥
付
か
ら
同
九
年
一
月
ま
で
に
は

浜
松
に
寄
）
6
（

留
す
る
こ
と
が
窺
え
る
。
額
田
三
盟
社
に
つ
い
て
は
次
項
で
触
れ
た

い
。

　

同
九
年
六
月
刊
の
『
狂俳
類
題
花
の
魁
』
初
篇
序
に
「
そ
の
出
版
祝
報
を
日
進
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二
七

堂
が
発
兌
に
ま
か
せ
、
七
十
五
里
の
灘
ち
か
き
浜
松
三
盟
社

0

0

0

0

0

に
拙ぺ

ん筆
と
る
も
の

は　

亜
細
亜
人
種　

蚊
雷
居
巴
太
郎
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
、
浜
松
へ
の
転
居
は

お
そ
ら
く
出
版
の
仕
事
の
関
係
で
あ
っ
た
ろ
う
。

　

な
お
、
日
進
堂
は
額
田
三
盟
社
の
仲
間
で
八
幡
町
（
現
在
、
岡
崎
市
六
供
町

の
一
部
）
の
稲
岡
左
橘
の
こ
と
で
あ
る
。
巴
太
郎
は
狂
俳
書
の
出
版
を
前
年
の

『
狂
俳
花
の
魁
』（
新
版
）
四
編
ま
で
手
が
け
て
い
た
が
、
浜
松
に
い
た
た
め
日

進
堂
に
任
せ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

さ
て
、
巴
太
郎
は
、
同
九
年
三
月
ま
で
に
は
浜
松
か
ら
籠
田
町
（
岡
崎
市
）

に
戻
り
、
再
び
十
月
ま
で
に
浜
松
紺
屋
町
一
九
一
九
番
地
寄
留
と
な
る
。
そ
し

て
、
翌
十
年
三
月
ま
で
に
は
康
生
町
、
お
そ
ら
く
七
月
刊
『
音
韻
究
理
授
業

法
』
奥
付
か
ら
岡
崎
康
生
町
五
十
四
番
地
（
現
在
、
岡
崎
市
康
生
通
東
二
丁
目

十
八
。
岡
崎
信
用
金
庫
中
央
支
店
の
辺
り
）
に
寄
留
し
、
同
十
二
年
三
月
ま
で

に
「
タ
カ
ト
リ
」〔
現
在
の
高
浜
市
、
旧
、
高
浜
町
高
取
（
平
成
四
年
廃
止
の

名
称
）
の
こ
と
か
〕
に
移
住
。
更
に
七
月
ま
で
に
岡
崎
康
生
町
五
十
四
番
地
に

戻
る
。
以
後
、
狂
俳
書
の
編
集
や
序
を
書
く
こ
と
が
多
く
な
る
。

　

な
お
、
巴
太
郎
は
、『
狂
俳
新
報
』
初
編
（
明
治
十
八
年
）
の
中
で
「
狂
俳

の
鼻
祖
三
州
碧
海
郡
高
浜
村
故
人
桃
花
亭
於
高
居
士
の
遺
伝
は
二
編
に
編
纂
す

べ
し
」
と
書
い
て
い
る
。
も
し
か
し
た
ら
高
取
に
滞
在
し
、
桃
花
亭
於
高
の
調

査
を
行
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
ど
の
よ
う
に
ま
と
め
た
の
か
、
読
ん
で
み
た

い
も
の
で
あ
る
。

　

そ
の
後
、
同
十
五
年
五
月
ま
で
に
岡
崎
康
生
町
三
十
九
番
邸
〔
現
在
、
岡
崎

市
本
町
通
一
丁
目
四
。
五
万
石
藤
見
屋
（
和
菓
子
屋
）
が
あ
る
〕
に
移
住
。
こ

の
隣
町
で
あ
る
連
尺
町
の
、
居
宅
か
ら
徒
歩
で
二
、
三
分
の
場
所
に
有
名
な
伊

藤
小
文
司
（
環
翠
堂　

本
文
書
）
7
（

店
）
や
卓
池
系
俳
人
植
田
石
芝
（
呉
服
太
物
商

の
大
賀
屋
）
が
い
た
。

　

こ
の
間
に
発
行
し
た
『
狂
俳
故
能
腸
多
留
』
初
編
（
明
治
十
三
年
）
序
に
、

　
　

浜
松
か
ぜ
の
音
つ
れ
も
絶
て
多
年
の
休
俳
に
い
つ
か
ハ
抜
句
も
紙
魚
の
巣

や
鼠
の
寝
処
と
な
り
た
る
を
日
進
堂
の
す
ゝ
め
に
ま
か
せ
か
し
こ
を
拾
ひ

こ
ゝ
を
と
り
…
…
。

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
く
と
も
明
治
元
年
夏
ま
で
に
は
狂
俳
の
句
作
を
始

め
、
同
四
年
ま
で
に
は
狂
俳
結
社
の
常
盤
連
に
所
属
し
た
も
の
の
、
お
そ
ら
く

明
治
九
年
頃
か
ら
同
十
二
年
頃
ま
で
は
浜
松
と
タ
カ
ト
リ
へ
の
出
張
・
転
勤
が

あ
り
、
本
屋
（
出
版
）
の
仕
事
が
忙
し
く
、
依
頼
さ
れ
て
狂
俳
書
に
序
を
寄
せ

る
程
度
で
、
狂
俳
書
の
出
版
は
仲
間
に
任
せ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

同
十
三
年
『
狂
俳
花
の
魁
』
四
編
頃
か
ら
狂
俳
書
の
出
版
に
復
帰
す
る
が
、

同
二
十
年
十
月
の
『
新
撰

滑
稽
奇
言
な
を
）
8
（

し
』
で
は
名
古
屋
区
南
桑
名
町
三
丁
目
二

十
七
番
地
（
現
在
、
名
古
屋
市
中
区
栄
二
丁
目
の
一
部
。
名
古
屋
商
工
会
議
所

周
辺
）
寄
留
。
こ
の
寄
留
も
お
そ
ら
く
出
版
の
仕
事
の
関
係
で
あ
っ
た
ろ
う
。

漸
く
翌
二
十
一
年
二
月
ま
で
に
は
岡
崎
康
生
町
三
十
九
番
邸
に
戻
っ
た
こ
と
が

窺
え
る
。

　

こ
の
よ
う
に
出
版
の
仕
事
の
関
係
で
転
居
が
多
く
な
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

二　

巴
太
郎
と
三
盟
社

　

先
に
見
た
よ
う
に
、
巴
太
郎
が
松
原
宗
太
郎
・
稲
岡
左
橘
と
組
ん
で
で
き
た

と
思
わ
れ
る
三
盟
社
、
額
田
三
盟
社
の
社
名
は
、
明
治
八
年
の
地
図
「
愛
知
縣

管
下
十
大
區
三
河
國
額
田
郡
村
名
附
區
割
圖
」
か
ら
見
え
る
。

　

こ
の
中
の
松
原
宗
太
郎
は
、
明
治
七
年
の
『
新
撰
字
解
』（
再
版
）・『
神
判

記
実
』
二
編
、
翌
年
の
『
訓
蒙 

国
史
集
覧
』
で
売
捌
所
の
中
に
お
り
、
稲
岡

左
橘
（
日
進
堂
）
も
『
新
撰
字
解
』（
再
版
）・『
訓
蒙 

国
史
集
覧
』
で
売
捌
所

の
中
に
い
る
。
つ
ま
り
、
彼
ら
は
当
時
既
に
本
屋
と
し
て
活
動
し
て
お
り
、
明

治
八
年
に
は
額
田
三
盟
社
と
し
て
活
動
を
始
め
た
よ
う
で
あ
る
。
今
の
と
こ
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二
八

ろ
、
巴
太
郎
た
ち
が
ど
の
よ
う
な
経
緯
で
額
田
三
盟
社
と
称
す
る
こ
と
に
な
っ

た
の
か
は
は
っ
き
り
し
な
い
。

　

そ
の
後
、
額
田
三
盟
社
は
明
治
九
年
に
『
浜
松
雑
咏
』・『
地
理
初
歩
』
を
、

翌
年
『
音
韻
究
理
授
業
法
』
を
発
行
し
、
同
年
、
東
京
の
六
合
社
刊
『
府

県 

あ
は
せ
か
が
み
』
の
売
捌
所
の
一
つ
に
尾
張
の
永
楽
屋
東
四
郎
と
並
ん
で

「
三
州
額
田　

三
盟
舎
」
で
名
を
連
ね
る
。
し
か
し
、
翌
年
の
『
狂
俳
明
治
千

と
せ
集
』
一
集
で
は
、
額
田
三
盟
社
と
し
て
で
は
な
く
、
三
名
は
個
々
の
名
で

売
捌
所
に
名
を
連
ね
て
い
る
。
お
そ
ら
く
県
内
を
意
識
し
た
出
版
物
で
は
個
々

の
名
を
載
せ
た
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

更
に
、
明
治
十
二
年
の
『
郡
画
改
正
遠
江
村
名
一
覧
』
は
、
巴
太
郎
編
、
発

兌　

三
盟
舎
で
、
柱
刻
は
「
三
盟
舎
蔵
版
」
で
は
あ
る
も
の
の
、
見
返
し
に
、

浜
松

0

0

三
盟
社
蔵
と
あ
る
。
前
年
の
『
浜
松
雑
咏
』
の
著
者
の
一
人
で
あ
る
宮
原

廉
は
岡
崎
の
人
で
あ
る
が
、
そ
の
奥
付
に
浜
松
弘
通
所
十
一
軒
を
中
心
と
し
て

静
岡
県
内
の
弘
通
所
が
列
挙
さ
れ
、
愛
知
県
よ
り
も
静
岡
県
内
へ
の
販
売
を
意

識
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
た
。
先
に
見
た
と
お
り
、
巴
太
郎
も
明
治
九
年
頃
、

浜
松
出
張
・
転
勤
を
く
り
か
え
し
て
い
た
。
つ
ま
り
、
三
盟
社
は
こ
の
頃
ま
で

に
浜
松
に
も
拠
点
を
お
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

　

そ
し
て
、『
郡
画
改
正
遠
江
村
名
一
覧
』
の
奥
付
に
載
る
出
版
人
は
天
野
重

助
で
、
静
岡
県
遠
江
国
敷
智
郡
紺
屋
町
八
十
四
番
地
寄
留
と
あ
る
。
敷
智
郡

は
、
現
在
の
浜
名
郡
、
浜
松
市
中
央
部
・
東
部
・
西
部
、
湖
西
市
（
南
部
を
除

く
）、
引
佐
郡
三
ケ
日
町
に
あ
た
る
地
域
で
あ
る
。
翌
年
の
巴
太
郎
編
『
よ
し

こ
の
故
能
和
多
橋
』
も
天
野
重
助
が
出
版
人
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
文
部
省
編
『
小
学
指
教
図
』
は
各
地
で
出
版
さ
れ
た
が
、
明
治

十
九
年
刊
の
奥
付
に
「
愛
知
県
平
民　

天
野
重
助　

愛
知
県
下
三
河
国
渥
美
郡

豊
橋
駅
本
町
十
五
番
邸
寄
留

0

0

」
と
あ
る
も
）
9
（

の
が
残
る
。
つ
ま
り
、
天
野
重
助
の

本
籍
は
浜
松
で
は
な
く
愛
知
県
で
あ
り
、
豊
橋
寄
留
と
あ
る
こ
と
か
ら
豊
橋
で

も
な
い
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
翌
年
の
『
新
撰

滑
稽
奇
言
な
を
し
』・『
文
字
絵

指
南
』
で
は
、
天
野
重
助
は
東
京
府
日
本
橋
浜
松
町
三
丁
目
一
番
地
寄
留
と
な

る
が
、
発
兌
所　

三
盟
舎
の
住
所
は
三
河
国
豊
橋
本
）
10
（
町
で
、
明
治
二
十
二
年
の

『
珍
説
阿
房
多
羅
経
』
で
は
天
野
重
助
は
麹
町
区
富
士
見
町
一
丁
目
十
七
番

地
、
三
盟
舎
の
住
所
も
麹
町
区
富
士
見
町
一
丁
目
十
七
番
地
に
移
っ
て
い
る
。

更
に
、
三
年
後
の
『
美
音
必
吟
』
以
後
、
巴
太
郎
と
三
盟
舎
の
関
わ
り
は
見
ら

れ
な
く
な
る
。

　

つ
ま
り
、
三
盟
社
の
経
営
は
天
野
重
助
に
移
り
、
そ
し
て
、
お
そ
ら
く
三
盟

舎
は
、
明
治
前
期
と
い
う
時
代
の
潮
流
の
中
で
西
三
河
の
岡
崎
か
ら
豊
橋
、
浜

松
、
更
に
は
東
京
に
進
出
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
後
、
文
学
作
品
を
中

心
に
『
大
学
・
中
庸
・

論
語
・
孟
子

四
書
講
）
11
（
義
』（
昭
和
三
年
刊
）
ま
で
確
認
で
き
る
の
で
、

東
京
で
少
な
く
と
も
昭
和
三
年
ま
で
は
続
い
た
よ
う
で
あ
）
12
（
る
。

　

一
方
、
巴
太
郎
は
、
三
盟
社
の
経
営
を
天
野
重
助
に
任
せ
た
後
、
岡
崎
に
戻

り
、
狂
俳
書
の
編
集
・
出
版
に
重
点
を
置
い
て
、
狂
俳
点
者
と
し
て
活
動
し
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三　

巴
太
郎
と
狂
俳

　

巴
太
郎
が
漸
く
狂
俳
書
の
編
集
・
出
版
に
か
か
わ
る
の
は
明
治
十
三
年
の

『
狂
俳
花
の
魁
』
四
篇
・『
狂
俳
故
能
腸
多
留
』
初
編
か
ら
で
、
同
十
七
年
に
は

は
じ
め
に
紹
介
し
た
「
雅
用
風
交
録
」
を
め
ざ
し
た
豪
華
本
の
『
狂
俳
道
し
る

べ
』
初
編
の
出
版
や
、『
狂
俳
花
く
ら
べ
』
で
は
名
古
屋
の
水
音
社
の
凉
川

居
・
酒
廼
家
・
逸
月
亭
・
晴
暉
亭
ら
と
と
も
に
活
動
す
る
様
子
が
窺
え
る
。
し

か
し
、
明
治
十
八
年
の
水
音
社
月
次
集
『
狂俳
水
の
音
』
三
十
四
編
に
、「
三
ヲ

カ
ザ
キ 
巴
郎
」
で
一
句
入
句
す
る
も
の
の
、
そ
の
後
は
『
狂俳
水
の
音
』
へ
の

入
句
が
見
ら
れ
な
い
。
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二
九

　

こ
の
水
音
社
は
、
明
治
十
五
年
五
月
に
『
狂俳
水
の
音
』
初
編
を
発
行
し
、
名
古

屋
の
狂
俳
活
動
の
中
心
的
存
在
で
あ
っ
た
が
、
同
十
八
年
頃
、
何
か
混
乱
が
あ

り
、
そ
の
後
継
を
名
の
る
清
原
社
に
よ
っ
て
、
同
二
十
一
年
十
月
に
『
俳
諧

単
句
清

原
集
』（
松
屋
書
店
発
行
）
が
創
刊
し
た
こ
と
は
、
既
に
別
稿
で
述
べ
）
13
（

た
。『
狂

俳
新
報
』
初
編
（
明
治
十
八
年
）
は
名
古
屋
を
中
心
に
岡
崎
に
支
部
を
お
い
て

新
し
い
雑
誌
を
作
ろ
う
と
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
巴
太
郎
は
こ
う
い
っ
た
揉

め
事
を
嫌
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

そ
の
後
、
同
二
十
二
年
以
後
は
、
東
京
の
桑
弧
社
と
か
か
わ
り
を
持
つ
よ
う

に
な
る
。
同
年
十
二
月
に
東
京
の
桑
弧
社
が
発
行
す
る
『
清
警

冠
句
桑
弧
）
14
（

集
』
二
編

に
「
三
河　

巴
郎
」
で
入
句
し
、
そ
の
後
、
同
四
編
に
は
客
員
と
し
て
点
者
の

一
人
と
し
て
載
り
、
同
五
編
（
同
二
十
三
年
六
月
）
か
ら
少
な
く
と
も
同
十
三

編
（
同
二
十
六
年
五
月
）
ま
で
「
三
河
第
一
支
部
長　

蚊
雷
居
巴
郎
評
」
と
載

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
桑
弧
社
に
加
入
し
、
三
河
第
一
支
部
長
に
就
い
て
い
た
こ

と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、
同
二
十
八
年
十
二
月
で
は
点
者
と
し
て
の
肩
書
き
が

「
三
河
一
部
優
老
」
に
変
わ
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
三
河
第
一
支
部
の
年
長
者
と

解
せ
る
の
で
、
こ
れ
ま
で
に
支
部
長
を
退
任
し
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

　

次
に
、
巴
太
郎
の
句
を
い
く
つ
か
例
示
し
た
い
。
下
段
の
書
名
に
付
し
た
番

号
は
、
表
の
通
番
。
濁
点
は
原
文
に
あ
る
も
の
と
私
意
に
付
し
た
も
の
と
を
区

別
し
て
い
な
い
。
適
宜
、
※
以
下
に
簡
単
な
語
釈
を
記
す
。

　

ま
ず
、
最
初
に
見
ら
れ
る
の
は
次
の
二
句
。

　

長
閑
な
堤　
　
　

本
艸
し
ら
べ
る
塾
連
れ
る 

1
『
狂
俳
花
の
魁
』
二
編

　

白
玉
椿　
　
　
　

護
摩
木
佇
す
庭
不
浄
忌
ム 

同

　

次
に
、
学
問
・
技
芸
の
類
に
取
材
し
た
句
。

　

窓
叩
く
虻　
　
　

机
上
の
夢
に
周
公
見
る 

2
『
狂
俳
花
の
魁
』
三
編

※
周
公
＝
人
名
。
姓
は
姫
（
き
）、
名
は
旦
（
た
ん
）。
文
王
の
子
で
武
王
の
弟
。
武
王
の

子
の
成
王
を
助
け
て
、
礼
楽
・
制
度
を
定
め
周
王
朝
の
基
礎
を
築
い
た
聖
人
。
孔
子
が

理
想
と
し
た
。（
新
選
漢
和
辞
典 W

eb

版
）

　

肌ハ
ダ
サ
ム寒　

　
　
　
　

英エ
イ

の
寄キ
リ
ウ留
へ
学ガ
ク
ヒ費
つ
く 

11
『
眠
り
醒
』
初
編

　

か
ゞ
や
く
月　
　

岳ガ
ク
ヤ
ウ
ロ
ウ

陽
楼
に
普フ
チ
ャ茶
た
し
む 

38
『
狂
俳
和
歌
菜
籠
』
初
編

※
岳
陽
楼
＝
岳
陽
市
の
城
壁
の
西
門
楼
。
唐
の
開
元
年
間
、
岳
州
府
長
官
の
張
説
が
才
士

た
ち
と
楼
に
登
っ
て
作
っ
た
詩
や
杜
甫
の
詩
な
ど
に
よ
っ
て
、
洞
庭
湖
眺
望
の
絶
景
地

と
し
て
有
名
。（
デ
ジ
タ
ル
大
辞
泉
）

　

景
文
の
雲
雀　
　

早
い
麦
の
穂
生
け
て
有
る 

55
『
清
警

冠
句
桑
弧
集
』
四
編

※
景
文
＝
松
村
景
文
（
一
七
七
九
〜
一
八
四
三
）
江
戸
後
期
の
四
条
派
画
家
。
京
都
の

人
。
松
村
月
渓
（
呉
春
）
の
異
母
弟
。
優
麗
な
花
鳥
画
を
得
意
と
し
た
。「
紫
雲
英
雲

雀
図
」
他
。

○
食
を
楽
し
む
句

　

詩シ
レ
キ暦
張
た
聯レ
ン　

　

来
た
海ノ

リ
ビ
シ
ヲ

苔
醤
画ガ

ユ友
か
ら
な 

10
『
狂
俳
花
の
魁
』
四
編

　

わ
つ
さ
り　
　
　

錦
木
に
伊
丹
と
来
る 

45
『
狂俳
水
の
音
』
三
十
四
編

※
錦
木
＝
料
理
名
。「（
京
都
で
）
上
等
の
か
つ
お
ぶ
し
を
、
せ
い
ぜ
い
薄
く
削
り
、
わ
さ

び
の
よ
い
の
を
ネ
ト
ネ
ト
に
な
る
よ
う
、
細
か
く
密
に
お
ろ
し
、
思
い
の
ほ
か
、
た
く

さ
ん
に
添
え
て
出
す
。
で
、
こ
れ
が
食
い
方
は
、
両
方
適
宜
に
自
分
の
皿
に
取
り
、
ざ

ん
ぐ
り
と
箸
の
先
で
混
ぜ
て
醤
油
を
適
量
に
か
け
、
そ
れ
を
炊
き
た
て
の
御
飯
の
上
に

載
せ
て
、
口
に
放
り
込
め
ば
よ
い
の
で
あ
る
。（
中
略
）
錦
木
と
称
す
る
の
は
、
削
っ

た
か
つ
お
ぶ
し
の
片
々
を
、
木
の
錦
木
の
へ
ら
へ
ら
に
な
ぞ
ら
え
た
も
の
に
ほ
か
な
ら

な
い
と
思
う
。」〔
北
大
路
魯
山
人
著　

平
野
正
章
編
『
魯
山
人
味
道
』「
夏
日
小
味
」

（
昭
和
六
年
）
Ｋ
Ｋ
東
京
書
房
社　

昭
五
十
三
年
〕

※
伊
丹
＝
伊
丹
酒
の
こ
と
。
江
戸
時
代
か
ら
最
上
酒
と
さ
れ
た
。

　

夏
好
み
の
寮　
　

燗
つ
け
て
鵜
の
手
柄
待
ツ 

56
『
清
警
冠
句
桑
弧
集
』
五
編

　

渓
の
梅　
　
　
　

牛
に
揺
ら
れ
た
酒
な
る
い 

60
『
清
警
冠
句
桑
弧
集
』
六
編

○
明
治
の
時
代
を
感
じ
る
句
。

　

わ
た
る
小
鳥　
　

伝デ
ン
シ
ン
キ

信
機
張ハ

る
波ハ
シ
ョ上

計ハ
カ

る 

10
『
狂
俳
花
の
魁
』
四
編



冨　田　和　子

三
〇

　

薫カ
ヲ

る
風　
　
　
　

川
底ゾ

コ

汽キ
シ
ャ車

の
弁ベ

ン
リ利

反ソ

る 

14
『
眠
り
醒
』
二
編

　

込コ
ミ

合
ふ
渡ト
セ
ン船　

　

咄
し
ア
未ミ

ゾ

ウ
曾
有
の
博ハ
ク
ラ
ン覧
な 

27
『
狂俳
明
治
千
と
せ
集
』
二
集

　

雪
の
遠
山　
　
　

海カ
イ
ケ
ウ峡
へ
銛モ
リ

の
悩ナ
ヤ

ミ
浮
く 

同

　

鼻ハ
ナ

を
そ
ろ
へ　
　

年
と
る
伊イ

ズ豆
に
か
ゝ
つ
と
る 

42
『
狂俳
花
く
ら
べ
』

　

姉
嚊
に
福　
　
　

免メ
ン
キ
ョ許

産サ
ン
バ婆

の
札
懸
る 

46
『
み
を
つ
く
し
』
三
編

※
江
戸
時
代
の
「
取
り
上
げ
婆
（
ば
ば
）」
が
一
八
七
四
年
（
明
治
七
）
の
医
制
で
「
産

婆
」
と
名
づ
け
ら
れ
、
九
九
年
に
制
定
さ
れ
た
産
婆
規
則
に
よ
っ
て
全
国
的
に
身
分
資

格
の
統
一
が
な
さ
れ
た
。〔「
助
産
師
」
日
本
大
百
科
全
書
（
ニ
ッ
ポ
ニ
カ
）
よ
り
〕

　

出
揃
ふ
稲
穂　
　

昔
の
札
幌
と
違
ふ 

56
『
清
警

冠
句
桑
弧
集
』
五
編

　

嬉
し
泣　
　
　
　

勲
章
か
け
た
兄
に
逢
ふ 

61
『
清
警

冠
句
桑
弧
集
』
七 

編

　

祝
杯　
　
　
　
　

養
志
御
賜
の
莚
開
く 

65
『
清
警

冠
句
桑
弧
集
』
十
編

○
人
情
を
感
じ
る
句
。

　

迷
わ
く
千
万　
　

お
ば
れ
る
と
コ
ク
泣ナ

キ

上
戸ゴ

な 

10
『
狂
俳
花
の
魁
』
四
編

　

肌
寒
き
夕　
　
　

鐘
に
帰
俗
の
麁ソ
ソ
ウ相

く
や
む 

同

　

仏
庄
七　
　
　
　

は
ぐ
れ
て
二
度
鞍ク
ラ
マ馬
見
る 

同

　

情ナ
サ
ケ
ナ無
い
思シ
ア
ン案　

　

去サ

っ
て
見ミ
ウ
ケ受
の
年ト
シ

恥ハ
ジ

ぬ 
18
『
眠
り
醒
』
三
編

　

納ナ
ッ
ト
ウ
ジ
ル

豆
汁　
　
　
　

茶チ
ャ
セ
ン
モ
ト

筌
戻
つ
て
法ホ

ウ
エ衣

脱ノ

ぐ 

40
『
狂俳
明
治
千
と
せ
集
』
四
集

※
茶
筅
＝
茶
筅
髪
の
こ
と
か
。
未
亡
人
な
ど
の
髪
の
結
い
方
か
ら
、
こ
こ
で
は
未
亡
人
の

こ
と
か
。

○
生
活
句
・
叙
景
句
。

　

細
る
と
も
し
火　

空
気
の
盈
る
金ア

ナ穴
戻
る 

18
『
眠
り
醒
』
三
編

　

寝
覚
め
の
千
鳥　

障
子
隣
り
も
旅り

ょ
け
ん
す

硯
磨
る 

52
『
清
警

冠
句
桑
弧
集
』
二
編

　

こ
よ
ひ
の
月　
　

波
で
洗
っ
た
筆
が
良
い 

56
『
清
警
冠
句
桑
弧
集
』
五
編

　

集ス
ダ

く
虫
の
音　
　

咽ム
セ

た
粉
薬
白サ

ユ湯
に
浮
く 

同

　

杉
形
り
に
積
む
俵　

運
も
運
じ
ゃ
が
腹
も
よ
い 

62
『
清
警
冠
句
桑
弧
集
』
八
編

　

腕
に
よ
り
か
け　

踊
る
子
よ
り
も
踊
つ
と
る 

同

　

暁
の
鐘　
　
　
　

瑞
相
誉
め
て
雪
振
ふ 

同

　

む
っ
と
し
て　
　

金
箔
師
人
笑
は
せ
ぬ 

同

ま 

と 

め

　

本
稿
は
、
明
治
時
代
前
期
に
狂
俳
と
出
版
に
か
か
わ
っ
た
巴
太
郎
と
そ
の
周

辺
の
人
た
ち
の
活
動
を
探
る
こ
と
か
ら
、
岡
崎
文
壇
を
支
え
た
一
側
面
を
窺
っ

た
も
の
で
あ
る
。
巴
太
郎
は
こ
の
時
代
の
潮
流
の
中
で
、
他
の
出
版
者
と
組
ん

で
三
河
で
最
初
の
新
聞
を
創
刊
し
た
り
、
西
三
河
の
岡
崎
か
ら
豊
橋
、
浜
松
、

更
に
は
東
京
に
進
出
す
る
三
盟
舎
と
か
か
わ
り
を
持
っ
た
。
そ
し
て
「
雅
用
風

交
録
」
を
め
ざ
し
た
豪
華
本
の
『
狂
俳
道
し
る
べ
』
初
編
を
発
行
し
た
り
、
新

し
い
狂
俳
雑
誌
を
作
ろ
う
と
し
た
り
し
た
。
岡
崎
康
生
町
三
十
九
番
邸
に
居
住

し
た
時
は
、
有
名
な
伊
藤
小
文
司
（
環
翠
堂　

本
文
書
店
）
や
卓
池
系
俳
人
植

田
石
芝
の
近
所
で
、
影
響
を
受
け
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
あ
ろ

う
。

　

晩
年
に
は
、
当
時
、
混
乱
し
て
い
た
名
古
屋
の
水
音
社
で
は
な
く
、
東
京
の

桑
弧
社
と
か
か
わ
り
、
三
河
第
一
支
部
長
を
務
め
る
ほ
ど
に
狂
俳
を
愛
好
し

た
。
選
ば
れ
た
句
は
点
者
の
好
み
も
あ
ろ
う
が
、
文
明
開
化
の
息
吹
を
感
じ
る

も
の
も
あ
れ
ば
、
文
学
好
き
で
あ
る
こ
と
や
美
食
家
の
一
面
を
感
じ
る
も
の
も

あ
っ
た
。

　

巴
太
郎
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
不
明
な
点
も
多
い
が
、
今
後
の
課
題
と
し
た

い
。注（

１
）  

『
狂
俳
道
し
る
べ
』
初
編
は
、「
翻
刻
『
狂
俳
道
し
る
べ
』
初
編
と
そ
の
紹
介
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三
一

（
一
）」・「
同
（
二
）」（「
社
会
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
第
五
巻
第
二
号
・
第
六
巻

第
一
号　

椙
山
女
学
園
大
学
現
代
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
学
部
発
行　

平
成
二
十
年
）

で
紹
介
し
た
。

（
2
）  
内
田
不
賢　

一
八
三
三
〜
一
九
一
〇　

幕
末
か
ら
明
治
期
の
書
家
。
天
保
四

年
（
一
八
三
三
）
江
戸
京
橋
に
生
ま
れ
る
。
幼
名
和
介
。
八
歳
に
し
て
新
潟
生

ま
れ
の
書
家
菱
湖
に
入
門
。
弘
化
元
年
（
一
八
四
四
）
高
崎
鼎
仙
に
漢
学
を
学

ぶ
。
翌
年
父
母
と
岡
崎
に
帰
り
、
嘉
永
二
年
（
一
八
四
九
）
習
字
の
塾
を
開

き
、
中
正
に
し
て
穏
健
な
書
体
で
世
人
の
信
望
を
得
る
。『
初
等
小
学
習
字

帖
』
六
冊
（
明
治
十
六
年
）、『
図
解
書
法
い
と
ぐ
ち
』（
同
二
十
六
年
）、『
環

翠
用
文
大
成
』（
同
二
十
七
年
）、「
雅
俗
往
復
用
文
章
』
等
を
あ
ら
わ
し
、
明

治
初
期
に
お
け
る
岡
崎
の
教
育
の
貢
献
者
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
幟
書
き
の
名
人

と
し
て
も
知
ら
れ
、
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
に
書
か
れ
た
幡
豆
郡
一
色
の
大

提
灯
祭
諏
訪
神
社
の
幟
は
不
賢
の
書
。
同
二
十
三
年
夏
山
村
八
幡
宮
祠
官
、
乙

見
村
稲
荷
神
社
祠
官
兼
務
。
同
四
十
三
年
三
月
一
日
没
、
享
年
七
十
七
歳
。
墓

は
岡
崎
市
伊
賀
町
明
願
寺
に
あ
る
。（『
新
編
岡
崎
市
史
総
集
編
』
平
成
五
年
刊

よ
り
）

（
3
）  

久
保
田
米
僊　

生
年
：
嘉
永
五
・
二
・
二
十
五
（
一
八
五
二
・
三
・
十
五
）。

没
年
：
明
治
三
十
九
・
五
・
十
九
（
一
九
〇
六
）
明
治
期
の
日
本
画
家
。
京
都

生
ま
れ
。
名
は
寛
、
幼
名
米
吉
。
慶
応
三
年
（
一
八
六
七
）
鈴
木
百
年
に
師
事

し
、
維
新
後
、
京
都
画
壇
の
興
隆
を
め
ざ
し
て
明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
画

学
校
の
設
立
を
建
議
し
た
。
師
風
を
継
ぐ
雄
渾
な
画
風
で
知
ら
れ
、
内
国
絵
画

共
進
会
、
内
国
勧
業
博
覧
会
で
受
賞
を
重
ね
る
。
ま
た
二
十
二
年
パ
リ
万
博
で

金
賞
を
受
賞
し
渡
仏
し
て
『
京
都
日
報
』
に
寄
稿
。
二
十
四
年
に
は
上
京
し
て

『
国
民
新
聞
』
に
入
社
し
、
二
十
六
年
の
シ
カ
ゴ
万
博
、
二
十
七
年
日
清
戦
争

従
軍
の
記
事
を
報
じ
た
。『
米
僊
漫
遊
画
譜
』『
米
僊
画
談
』
な
ど
の
著
書
が
あ

る
が
、
三
十
三
年
に
失
明
。
以
後
は
俳
句
や
評
論
活
動
を
行
っ
た
。（
佐
藤
道

信
）（
コ
ト
バ
ン
ク
『
朝
日
日
本
歴
史
人
物
事
典
』（
株
）
朝
日
新
聞
出
版
）

（
4
）  

国
島
博　

一
八
五
二
〜
一
九
〇
七　

自
由
民
権
家
、
代
議
士
。
嘉
永
五
年

（
一
八
五
二
）
十
月
二
十
八
日
生
ま
れ
、
士
族
。
中
央
の
自
由
党
が
結
成
さ
れ

る
前
の
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
四
月
に
作
ら
れ
た
愛
知
自
由
党
の
岡
崎
懇

親
会
に
参
加
し
た
。
当
時
の
住
所
は
名
古
屋
区
東
角
町
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

岡
崎
伝
馬
町
に
住
み
、
岡
崎
の
民
権
家
と
し
て
も
活
動
し
、
同
十
五
年
三
月
に

創
立
さ
れ
た
三
陽
自
由
党
主
事
と
な
る
。
し
ば
し
ば
政
談
演
説
会
を
開
く
ほ

か
、
同
十
六
年
九
月
の
自
由
党
幹
部
星
亨
の
東
海
遊
説
に
際
し
て
は
岡
崎
の
党

員
を
代
表
し
て
案
内
し
た
り
、
翌
十
七
年
四
月
の
自
由
党
理
論
家
植
木
枝
盛
の

来
岡
に
際
し
て
は
、
岡
崎
の
自
由
党
員
の
代
表
の
1
人
と
し
て
迎
え
て
い
る
。

同
二
十
一
年
一
月
名
古
屋
区
会
議
員
。
同
二
十
三
年
の
国
会
開
設
後
の
第
1
回

衆
議
院
選
挙
で
は
愛
知
県
第
1
区
（
名
古
屋
市
）
か
ら
自
由
党
候
補
と
し
て
出

馬
し
た
が
、
吏
党
派
大
成
会
の
堀
部
勝
四
郎
に
敗
れ
た
。
明
治
二
十
五
年
四
月

名
古
屋
区
会
議
員
に
再
選
さ
れ
、
さ
ら
に
同
二
十
七
年
三
月
一
日
の
第
三
回
総

選
挙
で
は
当
選
し
た
。
し
か
し
同
年
六
月
二
日
に
議
会
が
解
散
し
、
九
月
の
第

四
回
総
選
挙
で
は
再
び
落
選
し
た
た
め
に
国
会
議
員
と
し
て
は
わ
ず
か
に
三
か

月
で
終
わ
っ
た
。
そ
の
間
、
明
治
二
十
五
年
代
言
人
と
な
り
、
同
年
新
愛
知
新

聞
社
長
。
明
治
四
十
年
（
一
九
〇
七
）
六
月
十
六
日
没
。（『
新
編
岡
崎
市
史
総

集
編
』
平
成
五
年
刊
よ
り
）

（
5
）  

蓬
左
文
庫
尾
崎
久
弥
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
請
求
番
号　

尾
21

－

13
）

（
6
）  

寄
留
は
、
明
治
四
年
（
一
八
七
一
）
の
戸
籍
法
に
規
定
さ
れ
た
制
度
。
本
籍

以
外
の
一
定
の
場
所
に
お
い
て
、
九
十
日
以
上
住
所
ま
た
は
居
所
を
も
つ
こ

と
。
昭
和
二
十
七
年
（
一
九
五
二
）
住
民
登
録
法
施
行
法
の
制
定
に
と
も
な
い

廃
止
。

（
7
）  

伊
藤
小
文
司　

一
八
四
八
〜
一
九
一
八　

岡
崎
連
尺
町
の
本
文
書
店
の
二
代

目
。
名
古
屋
の
本
屋
井
筒
屋
皓
月
堂
の
佐
藤
文
助
の
子
。
幼
名
は
代
三
郎
。
慶

応
三
年
（
一
八
六
七
）
二
十
歳
の
頃
、
本
文
伊
藤
家
の
養
子
と
な
り
名
を
小
文

司
と
改
め
た
。
父
の
佐
藤
文
助
は
吉
田
（
現
豊
橋
市
）
の
羽
田
八
幡
宮
文
庫
の

創
設
に
参
加
し
た
り
、
出
版
に
も
力
を
入
れ
、
各
種
塵
劫
記
、「
尾
張
名
家

誌
」
な
ど
を
刊
行
し
た
。
本
文
書
店
の
初
代
伊
藤
文
吉
（
文
造
と
も
い
う
）
は

上
和
田
村
の
生
ま
れ
、
江
戸
に
出
て
さ
ま
ざ
ま
な
奉
公
の
後
三
河
屋
と
い
う
本

屋
に
奉
公
、
貸
本
の
修
業
を
し
天
保
年
間
頃
に
帰
郷
。
は
じ
め
伝
馬
町
、
間
も



冨　田　和　子

三
二

な
く
連
尺
町
に
店
を
構
え
本
屋
文
吉
と
し
て
東
海
道
に
名
を
知
ら
れ
る
に
至
っ

た
。
小
文
司
は
屋
号
に
環
翠
堂
の
名
も
使
い
出
版
事
業
に
も
力
を
入
れ
た
。
明

治
七
年
（
一
八
七
四
）、「
内
国
略
指
図
」
を
手
は
じ
め
に
修
身
・
地
理
な
ど
の

教
科
書
や
参
考
書
・
習
字
帖
・
詩
歌
狂
俳
集
・
宗
教
書
・
教
育
書
な
ど
多
種
に

わ
た
る
出
版
物
は
約
百
点
百
数
十
冊
に
及
ぶ
。
こ
れ
ら
の
出
版
は
、
当
地
方
の

学
者
・
文
化
人
の
協
力
を
得
て
の
事
業
で
あ
っ
た
。
と
く
に
明
治
十
六
年
に
出

版
し
た
「
韻
字
四
聲
熟
語
訓
解　

環
翠
玉
篇
大
成
」
は
、
内
田
不
賢
の
編
に
な

る
紙
数
四
七
三
丁
の
大
冊
辞
書
で
、
好
評
を
博
し
版
を
重
ね
、
全
国
に
販
路
を

広
げ
た
。
ま
た
、
自
ら
も
「
額
田
郡
地
理
誌
」
を
著
し
、
愛
知
県
小
学
校
教
科

書
販
売
組
合
副
会
長
を
つ
と
め
た
。
さ
ら
に
、
岡
崎
市
議
会
議
員
、
岡
崎
商
業

会
議
所
議
員
な
ど
も
つ
と
め
、
広
い
識
見
と
卓
越
し
た
進
歩
性
を
発
揮
し
、
こ

の
地
方
の
産
業
・
文
化
の
発
展
に
寄
与
し
た
。
と
く
に
東
海
道
線
敷
設
に
あ

た
っ
て
は
、
駅
を
町
の
中
心
に
誘
致
す
る
の
に
力
を
そ
そ
い
だ
が
実
現
出
来
な

か
っ
た
た
め
、
岡
崎
駅
と
町
の
中
心
を
結
ぶ
馬
車
鉄
道
を
発
案
し
、
さ
ま
ざ
ま

な
困
難
を
の
り
こ
え
て
実
現
さ
せ
た
。
し
か
し
環
翠
堂
の
出
版
物
は
ほ
と
ん
ど

が
木
版
印
刷
で
あ
り
、
明
治
後
半
期
の
活
版
印
刷
の
発
展
、
教
科
書
国
定
制
度

の
決
定
な
ど
の
状
況
の
も
と
で
、
出
版
か
ら
は
遠
ざ
か
り
、
新
刊
書
小
売
業
専

門
に
向
か
っ
た
。
店
に
は
常
に
師
範
学
校
や
岡
崎
中
学
の
生
徒
た
ち
が
出
入
り

し
、
当
時
の
岡
崎
の
文
化
セ
ン
タ
ー
的
役
割
を
果
し
て
い
た
と
い
う
。
大
正
七

年
（
一
九
一
八
）
没
、
七
十
一
歳
。（3-1160

）（『
新
編
岡
崎
市
史
総
集
編
』

平
成
五
年
刊
よ
り
）

（
8
）  

本
書
の
内
容
は
、
落
語
、
都
々
逸
、
狂
歌
、
狂
句
と
、
明
治
期
の
新
題
和
歌

（
人
・
勉
強
・
学
校
・
小
学
校
な
ど
）
百
四
十
四
首
を
収
め
た
も
の
。
全
七
十

八
頁
。

（
9
）  

国
会
図
書
館
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
（
特35-191

）

（
10
）  

本
町
は
現
在
の
豊
橋
市
新
本
町
・
札
木
町
辺
り
で
、
東
海
道
沿
い
の
札
木

町
、
中
京
銀
行
前
の
交
差
点
辺
り
に
バ
ス
停
の
名
で
残
っ
て
い
る
。

（
11
）  

国
会
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（http://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/

1029591

）
参
照
。

（
12
）  

三
盟
社
書
店

0

0

（
東
京
都
下
谷
区
三
ノ
輪
町
二
六
）
発
行
の
佐
藤
緑
葉
編
『
は

う
た
集
』（
昭
和
十
年
九
月 

十
版
発
行
）
が
残
る
。
発
行
者
は
天
野
喜
子
三

郎
。
三
盟
社
の
社
名
、
所
在
地
及
び
発
行
者
が
異
な
る
が
、
後
継
で
あ
れ
ば
、

三
盟
社
は
昭
和
十
年
ま
で
は
続
い
た
よ
う
で
あ
る
。

（
13
）  

『
尾
張
狂
俳
の
研
究
』（
勉
誠
出
版　

二
〇
〇
八
年
）
第
三
部
第
一
章
「
水
の

音
」「
狂
俳
」「
自
由
塔
」
と
「
樗
流
」
三
一
三
頁
。
な
お
、
三
一
三
頁
後
ろ
か

ら
二
行
目
で
、「
清
原
集
」
を
十
一
月
創
刊
と
記
載
す
る
が
、
十
月
と
訂
正
す

る
。

（
14
）  

『
清
警
冠
句
桑
弧
集
』
に
つ
い
て
は
「
東
京　

桑
弧
社
の
め
ざ
し
た
「
清
警
冠
句
」」

（「
社
会
と
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」
第
六
巻
第
二
号　

椙
山
女
学
園
大
学
現
代
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
学
部　

平
成
二
十
一
年
）・「
明
治
期
の
俳
文
芸
意
識
の
魁
│
東
京
「
清

警
冠
句
」
と
狂
俳
│
」（「
東
海
近
世
」
第
十
八
号　

東
海
近
世
文
学
会　

平
成

二
十
一
年
）
で
考
察
し
た
。

付
記

　

巴
太
郎
の
居
所
調
査
に
際
し
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
五
万
石
藤
見
屋
三
代
目

主
人
西
山
育
男
氏
、
岡
崎
市
図
書
館
、
豊
橋
市
図
書
館
に
は
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
稿
は
、
東
海
近
世
文
学
会 

平
成
二
十
九
年
十
月
例
会
で
の
研
究
発
表
を
も
と

に
し
て
い
ま
す
。
席
上
で
は
貴
重
な
ご
教
示
を
い
た
だ
き
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
そ

し
て
、椙
山
女
学
園
大
学 

平
成
三
十
年
度
学
園
研
究
費（
Ｂ
）の
成
果
の
一
部
で
す
。

 
 

＊
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活
科
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部　

生
活
環
境
デ
ザ
イ
ン
学
科
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